
I ‒5　馬頭観音菩薩像（11.4035, Fenollosa-Weld Collection） I ‒7　大威徳明王像（ ）

◁（前頁）I ‒1　法華堂根本曼荼羅図（部分）（11.6120, William Sturgis Bigelow Collection）
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VIII　初期狩野派・桃山諸派　Early Kano School and Momoyama Painting Schools

11.4244, Fenollosa-Weld Collection
［所見］横川による本図の賛はその詩文集に録されてお
り、細川成之の求めにより着賛したことが知られる。佳
品。また画面左下に朱文印が捺されるが、判読できない。

5．
（1-VII-5）

白衣観音図
Byaku-e Kannon, the White-Robed Bodhisattva of 
Compassion
狩野元信（1476～1559）

Kano Motonobu

室町時代　16世紀前半
掛幅一幅　絹本著色
157.2×76.4㎝
［印章］「（不明）」（壺形印）
11.4267, Fenollosa-Weld Collection
［所見］画面右下に印が捺されるが、印文等不鮮明。後印
の可能性もあるが、画の出来映えは元信筆と伝える仏画
中の最優秀作。蜂須賀家伝来。

6．
（1-VII-6）

宗祇像

狩野元信
Kano Motonobu

室町時代　16世紀前半
掛幅一幅　絹本著色
98.0×54.4㎝
58.314, Frederick L. Jack Fund
［所見］図上に賛文を消した墨痕があり、また画面左下に
元信のものとは異なる花押が書されている。面貌表現な
ど、きわめて細やかで、彩色も美麗。

7．
（1-VII-7）

金山寺図扇面
The Temple Qinshansi
伝狩野元信

Attributed to: Kano Motonobu

室町時代　16世紀前半
額装一面　紙本金地著色
上弦49.3㎝　下弦21.5㎝　径18.7㎝
［印章］「元信」（朱文壺形印）
［賛］景徐周麟「題取金山幾集中／ 杜牧賦 宮／樓

逢 話／畢竟詩人輸畫工／宜竹 麟「景徐」（朱文壺
形印）」

［所見］細緻な描写が印象深い作品。景徐周麟の没年（永
正15年・1518）を作期の下限とするところから、元信様
式を伝える初期の扇面画の遺品としても貴重。賛は『翰
林葫蘆集』所載。⃞は同集から補塡。大倉好斎の極札あ
り。

8．
（1-VII-8）

山水図
Landscapes

伝狩野元信
School of: Kano Motonobu

室町時代　16世紀前半
掛幅二幅　紙本淡彩
⑴ 24.6×40.9㎝ ⑵ 24.3×40.9㎝
［印章］⑵「元信」（朱文壺形印）
⑴ 11.6561 ⑵
Collection
［所見］もと袋戸の小襖とみられ、右幅右端と左幅左端に
引手跡がある。小品ながら筆致はすぐれる。

9．
（1-VII-9）

韃靼人狩猟図襖

伝狩野元信
School of: Kano Motonobu

室町時代　16世紀
襖二面　紙本著色
各166.3×92.1㎝
⑴ 11.4265 ⑵ 11.4266, Fenollosa-Weld Collection
［その他］紙継ぎは各五紙。⑴ 上から25.3㎝、35.6㎝、
35.6㎝、35.5㎝、32.2㎝、⑵ 上から 24.7㎝、35.6㎝、
35.6㎝、35.4㎝、32.6㎝。
［所見］もと大徳寺興臨院の襖絵であった可能性をもつ
もので、右面右端と左面左端に引手跡がある。

10．
（1-VII-10）

麝香猫図

伝狩野元信
School of: Kano Motonobu

室町時代　16世紀中頃
額装一面　紙本淡彩
149.0×82.5㎝

［その他］紙継ぎは上下五紙、左右二紙。上から17.7㎝、
36.1㎝、36.1㎝、36.0㎝、23.1㎝、右から51.2㎝、31.4
㎝。
［所見］大徳寺旧蔵と伝えられるもので、もとは襖絵の一
部とみられる。

11．
（1-VII-11）

山水図
Landscape
伝狩野元信

School of: Kano Motonobu

室町時代　16世紀中頃
掛幅一幅　紙本淡彩
74.7×124.6㎝
［印章］「元信」（朱文壺形印）
11.4268, Fenollosa-Weld Collection
［その他］狩野安信の極がある。
［所見］画面右下に後印とおぼしき印がある。霊雲院琴棋
書画図旧襖絵に近い画風。（辻）

12．
（1-VII-12）

花鳥図屛風
Cranes Under Pine Tree
伝狩野元信

School of: Kano Motonobu

室町時代　16世紀中頃
二曲一隻　紙本淡彩
151.8×171.3㎝
11.4272, Fenollosa-Weld Collection
［その他］紙継ぎは上下五紙、左右四紙。上から25.1㎝、
33.3㎝、33.6㎝、33.4㎝、26.2㎝、右から56.4㎝、29.0
㎝、29.0㎝、56.4㎝。
［所見］全体に補墨の跡が認められる。原画は古様。

13．
（1-VII-13）

山水図
Landscapes
伝狩野元信

School of: Kano Motonobu

室町時代　16世紀中頃
掛幅二幅　紙本墨画
⑴ 110.2×55.0㎝ ⑵ 109.4×55.0㎝
⑴ 11.4264 ⑵ 11.4263, Fenollosa-Weld Collection
［その他］紙継ぎは各四紙。⑴ 上から22.1㎝、33.8㎝、
34.1㎝、20.2㎝、⑵ 上から 28.4㎝、33.9㎝、34.0㎝、
13.1㎝。
［所見］屛風の一扇分を各々軸装にしたもの。

14．
（1-VII-14）

竹に小禽図扇面
Bird and Bamboo
伝狩野元信

School of: Kano Motonobu

室町～桃山時代　16世紀後半
掛幅一幅　紙本墨画
上弦50.0㎝　下弦20.3㎝　径19.9㎝
［印章］「元信」（朱文壺形印）

［その他］元信筆との大倉好斎の極が付属している。

15．
（1-VII-15）

仙人図扇面
Transcendents
伝狩野元信

School of: Kano Motonobu

室町～桃山時代　16世紀後半
掛幅一幅　紙本墨画
上弦47.1㎝　下弦18.8㎝　径19.4㎝
11.4270, Fenollosa-Weld Collection
［所見］画面右に印を削除した痕がある。画風は戯墨印を
もつ扇面のそれに近い。

16．
（1-VII-16）

仙人図
Transcendents
伝狩野元信

Formerly attributed to: Kano Motonobu

桃山～江戸時代　16～17世紀
掛幅一幅　紙本墨画
94.5×46.7㎝
［落款］「狩野法眼元信筆生年七十五」
［印章］「元信」（朱文壺形印）

［その他］狩野常信の極、鑑画会四名の添状がある。
［所見］図の周囲に巧妙に補紙が継がれている。

17．
（1-VII-17）

松に小禽図
Bird and Pine Tree
伝狩野元信

Formerly attributed to: Kano Motonobu

桃山～江戸時代　17世紀
掛幅一幅　紙本墨画
111.6×44.2㎝
［印章］「元信」（朱文壺形印）

［所見］当初捺されていた印を削除した上に印が捺され
る。

18．
（1-VII-18）

松に小禽図
Bird and Pine Tree
伝狩野元信

Formerly attributed to: Kano Motonobu

桃山～江戸時代　17世紀
掛幅一幅　紙本墨画
133.4×56.5㎝
［印章］「（不明）」
11.4271, Fenollosa-Weld Collection
［所見］濃墨はほとんどが後補。画面右下に印が捺される
が、不鮮明で判読できない。

19．
（1-VII-19）

牧童図
Herder and Oxen
伝狩野元信

Formerly attributed to: Kano Motonobu

桃山時代　16世紀後半
掛幅一幅　紙本墨画
40.6×66.2㎝
［印章］「元信」（朱文壺形印）

［所見］画面右下に印があるが、元信の基準印とは異なる。

　ボストン美術館に所蔵される日本美術の総合調査は、鹿島美術財団および鹿島昭一理事長（当時）の深い理解と
支援のもと、辻惟雄先生とアン・ニシムラ・モース氏を中心として 1991 年に開始、日本美術史諸分野の専門家に
よる悉皆調査が進められ、すでに三十年を超えている。ここに調査の全貌を示す『ボストン美術館日本美術総合調
査図録』が刊行の運びとなった。
　三期に分かれた調査のうち、第 1次の成果は 1997 年、第 2次は 2003 年に刊行され、各地の大学図書館や美術
館に常備され活用されているものの、すでに絶版となっており入手がきわめて困難である。今回の調査図録は、第
1次・第 2次調査の成果に加え、第 3次調査で明らかになった学術的知見を盛り込むことで、絵画・彫刻・工芸に
わたる主要なジャンルを網羅するものに仕上がった。現在、美術館・博物館の館蔵品情報や写真の公開は紙媒体か
らウェブへと大きく軸足を移しており、ボストン美術館も利便性の高いウェブサイトを運用している。しかし、ペ
ージを物理的にめくりながら作品群を俯瞰的に把握できる点は紙媒体の大きな長所である。一方で、本書の図版の
ほとんどがモノクロであるが、ウェブサイトではカラー図版の増補が順次進められている。本書とウェブを併用す
るとともに、現地ボストンの展示室や国内で開催される同館所蔵品展において、作品そのものにアクセスされるこ
とを強く願っている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙岸輝「編集後記」より抜粋）

目次
I 仏画・垂迹画 Buddhist and Shintō Paintings（作品数 260 件）
II 仏像・神像 Buddhist and Shintō Sculpture（作品数 84件）
III 仏具 Buddhist Ritual Objects（作品数 172 件）
IV 袈裟・横被 Buddhist Robes（作品数 102 件）
V 能面・狂言面・伎楽面・舞楽面Nō, Kyōgen, Gigaku, and Bugaku Masks（作品数 203 件）
VI 絵巻 Narrative Handscrolls（作品数 94件）
VII 水墨画 Ink Paintings（作品数 79件）
VIII 初期狩野派・桃山諸派 Early Kano School and Momoyama Painting Schools（作品数 167 件）
IX 江戸時代狩野派 Later Kano School Paintings（作品数 427 件）
X 琳派 Rinpa Paintings（作品数 36件）
XI 土佐・住吉・復古大和絵派 Tosa School, Sumiyoshi School, and Revival Yamato-e（作品数 70件）
XII 肉筆浮世絵Ukiyo-e Paintings（作品数 516 件）
XIII 円山四条派Maruyama-Shijō School（作品数 355 件）
XIV 曾我蕭白・伊藤若冲 Soga Shōhaku and Itō Jakuchū（作品数 52件）
XV 洋風画・南蘋派・南画・諸派
 Western-Style Paintings, Shen Nanpin School, Nanga, and Various Schools（作品数 203 件）
XVI 近代絵画Meiji, Taishō, and Shōwa Era Paintings（作品数 156 件）

図版篇口絵（約 40％縮小）

解説篇（約 25％縮小） 解説篇（原寸大）
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